
論  文  内  容  要  旨  

 

 

片頭痛と睡眠時ブラキシズムの関連性：  

ブラックスチェッカー ®を用いた  

咬合接触様式のパターン解析  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈 川歯 科 大学 大学 院歯 学 研究 科  

歯科 矯正 学 講座  加 藤  桃 子  

（指  導 ：  河 田  俊 嗣  ）  

 

 



論文内容要旨  

睡眠 時ブ ラ キシ ズム は生 体 の不 随意 運動 で あり 自覚 し難 い こと か

ら、そ の 詳細 は 不明 なこ と が多 い。こ れ まで に 睡眠 時ブ ラ キシ ズム と

一次 性頭 痛 との 関わ りが 指 摘さ れて いる が 、報 告 の多 くは 一 次性 頭痛

の一 つで あ る緊 張型 頭痛 と の関 連性 を示 唆 する もの であ り 、片 頭 痛と

の関 わり に つい ての 報告 は わず かで ある 。そ こ で本 研究 は、片 頭痛 と

睡眠 時ブ ラ キシ ズム の関 わ りを 知る 目的 で 、片 頭 痛患 者を 対 象に 睡眠

中の 咬合 接 触状 態を 調べ る こと によ りブ ラ キシ ズム の発 現 様相 を検

討し た。  

研究 対象 は 、富士 通ク リニ ッ ク内 科頭 痛外 来 にて 国際 頭痛 分 類に よ

り片 頭痛 と 診断 をさ れた 女性 8 0 人（平 均年 齢 4 2 . 9 8 ± 9 . 6 歳 ）を片 頭痛

群と し、神奈 川 歯科 大学 の 職員 や学 生よ り、風 邪や 二日 酔 いな どを 含

め頭 痛の 無 い健 康な 女性 5 2 人（ 平均 年齢 3 9 . 2 5 ± 9 . 2 歳 ）をコ ント ロー

ル群 とし た 。ブ ラッ クス チ ェッ カー ®を 用 いて 、 両群 の睡 眠 時ブ ラキ

シズ ムの 咬 合接 触状 態を 記 録し 、 ブ ラッ ク スチ ェッ カー ®の印 記 を解

析す るこ と によ り咬 合接 触 様式 と咬 合接 触 面積 を調 査し た 。  

その 結果 、年 齢 、B M I お よ び 体 温 につ いて 2 群間 では 有意 差 は認 め

られ なか っ た。睡 眠時 ブラ キ シズ ムの 咬合 接 触様 式の 分類 に つい ては 、

作業 側に お いて 、片頭 痛 群と コ ント ロー ル 群の 間で、症 例の 分 布に 有

意差 が認 め られ（ P < 0 . 0 0 1）、片 頭 痛の 有無 と 作業 側の 睡眠 時 ブラ キシ

ズム の咬 合 接触 様式 との 関 連が 示唆 され た。一 方、非 作 業側 で は有 意

な関 係は 認 めら れな かっ た（ P = 0 . 4 6 5）。さ らに 、片頭 痛群 と コン トロ

ール 群 は 、共に 前 歯部 から 大 臼歯 部に かけ て 咬合 接触 面積 の 割合 が有

意に 大き く なる こと がわ か った 。ま た、前 歯部 、小臼 歯部 お よび 大臼

歯部 を比 較 した とこ ろ、全 ての 部 位に おい て 片頭 痛群 の咬 合 接触 面積

の割 合は コ ント ロー ル群 に 比べ 、有 意に 大 きい 結果 とな っ た。  

片頭 痛群 と コン トロ ール 群 間で は、睡 眠時 ブ ラキ シズ ム時 に いく つ

かの 特徴 的 な所 見が 認め ら れた 。片頭 痛群 に おい て睡 眠時 ブ ラキ シズ

ムは 全て の 歯で 行わ れて お り、咬 合接 触面 積 の割 合も 大き い こと から 、

睡眠 時の グ ライ ンデ ィン グ が示 唆さ れた 。さ ら に、大 臼 歯部 で の接 触

が大 きい こ とか ら、大臼 歯 部 が 片 頭痛 群の 睡 眠時 ブラ キシ ズ ムへ 大き

く関 与し て いる こと が示 唆 され た 。片頭 痛 の発 生 機序 は未 だ 明ら かと

なっ てい な いが 、その 誘発 因 子の 一つ とし て 睡眠 時ブ ラキ シ ズム が関

わっ てい る 可能 性が 示さ れ た。本研 究の 結 果よ り、咬 合 面形 態 など の

分析 を行 う 等、片 頭痛 患者 に おけ る歯 科領 域 の評 価の 必要 性 を検 討す

るべ きで あ ると 考え る。現在、片 頭痛 の治 療 法は 主に 薬物 治 療が 主体

であ るが 、片 頭 痛患 者の 歯 列の 特徴 を分 析 する こと によ り、片 頭痛 治

療の みな ら ず片 頭痛 予防 の 一助 とな る可 能 性が 示唆 され た 。  

 

 

 


